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新しい日本重力基準網 2011の公表について
Publication of new Japan Gravity Reference System 2011
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国土地理院は、最新の重力測量データから新しい日本重力基準網 JGSN2011を構築した。日本における重力基準はこれ
までに 2回公表されており、最初の公表は国際重力基準網 1971(IGSN71)の重力値を基準として 1976年に公表された日本
重力基準網 1975(JGSN75)であり、JGSN75は日本の重力基準として使用されてきた。2回目の公表は 1997年に公表した
日本重力基準網 1996(JGSN96)である。JGSN96は、全国に約 14,000点ある二等重力点が結合されなかったが、JGSN75
より１桁精度が向上し学術成果として使用されてきた。
新しい日本重力基準網 JGSN2011は、1997年から開始した基準重力測量（絶対重力測定）および一等重力測量（相対

重力測定）のデータである。東北地方においては 2011年東北地方太平洋沖地震後に重力測量を実施し、地震の影響を反
映した重力値となっている。
日本において３回目の重力基準網となる JGSN2011は、精度は JGSN96と同じであるが大幅に基準重力点を増やし、さ

らに重力点の位置精度の高精度化や解析時の潮汐補正の統一などを行い重力網の基準系を考慮している。このことによ
り IC-WG2.1と IGFSの共同プロジェクトで進められている絶対重力データベース（AGrav）への参加登録を目指すとと
もに、国際的に議論されている Global Geodetic Observing System (GGOS)等にも対応できるものと考える。
本発表は，新しい日本重力基準網 (JGSN201１）の概要と今後の計画についての報告である。
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